
令和２年度事業

『西播磨ふるさとの風景づくり』実施箇所図

もち大豆用播種機の導入に

より、作業の効率化と省力化

が図れることで、地域の特産

品である「佐用もち大豆」の栽

培を継続的に安定して取り組

むことが可能となる。

老朽化した水門扉体を更

新したことで、取水機能や

用水貯留機能が向上し、安

定した農業生産につながる。

また、増水時の逆流を防止

し、近年多発しているのゲリ

ラ豪雨時にも災害を防止す

る効果が期待できる。

棚田が広がるこの地区は、

高齢化による担い手不足に

より農地の保全管理に支障

をきたしており、ブルーモア、

フレールモアの導入により、

「全国棚田百選」に選ばれた

農地の維持、景観の保全に

つながるものである。

国の史跡に指定された

利神城の麓にあるこの地

区は、かつては宿場町とし

て栄え、川端土蔵群や利

神城跡などの多くの歴史

資源を生かし町歴史的環

境保存区域に指定されて

いる。昔からの屋号看板を

設置し、より一層の景観の

向上を図り、更なる交流人

口の増加を図る。

専用コンバインの

導入により、作業効

率の向上、作業時

間の短縮、選別の

向上により良質のそ

ばの生産につなが

り、経営面積の拡大

を図ることができる。


